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研究題目：全身炎症から創薬する脳梗塞と内頚動脈狭窄症 

 

【研究概要】 

脳梗塞の原因 

内頚動脈狭窄症のプラークの進展機序を血管新生の側面から考察して新しい治療方法に発

展させるための研究をおこなった。 

内頚動脈内膜剥離術を施行した 34 例を血管内皮前駆細胞の表面マーカー（CD34, 

VEGF-2R, CD133）で免疫染色を施行した。その結果をもとに、plaque の組織切片上

での新生血管と血管内皮前駆細胞の解剖学的位置関係、さらに表面マーカーの陽性細胞と新

生血管を定量的にカウントして考察をおこなった。 

さらに、plaque の安定性ごとに分類して考察した。 

 

【成果要約】 

34 例を免疫染色した結果から、血管内皮前駆細胞は plaque 内の新生血管の周囲に発現し

ており、新生血管が血管内皮前駆細胞の供給源になっており、さらに、血管内皮前駆細胞は

新生血管を形成している可能性が示唆された。定量的に行った血管内皮前駆細胞の表面マー

カーの陽性細胞は、CD34, VEGF-2R, CD133 はいずれも新生血管の数と正の相関をし

ていた。 

また、MRI の plaque image をもとにした安定性の診断では、CD34, VEGF-2R, CD133

のいずれにおいても不安定性 plaque において細胞が多くみられた。とくに CD133 がも

っとも有意差が多くみられた。 
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